
〇

〇

∞

ヽ
、

ｒ
　

①̈
一”
Ｏ
∽

謳
≪
睦
翠
　
¨
ヾ
∞
Ю
寸
ｏ
∞
紙

轟
期
＝
駅
製
奎
―

響
瀾

゛
“
福
挙

の

Ｆ
ヾ

Ｏ

Ｆ

言
　

一。
フ
∞
０

●
Ｏ
〇
一０
コ
の

＝
Ｈ
熙
事

く
―
モ
く
や
網
椰
一一吹
壮
十
瘍
楓
拒

く
蓑
翠
鯉
ぐ
＃

―
‐…
‥
「ョ聾
パ
郡
」̈『不
¨

．゙
．
課
螂
一̈
¨̈
話

一̈器
一一“孵
静
―

・̈３藤
一航
一

日

|~|‖

|  |
|  |
|  |~|~¬ ~~

鷺職
…素

1
口

´
К

コ
■
●

悧妻■3黎目
（中
一督
一駅
凶寸
鱈
業
）

騒
鮮
¨
守回
，

／

‐
‐
‐
Ｗ

Ｉ
Ｉ
ロ
ー１
１
１
１
、
、



ｏ
Ｃ
０
２
　
　

ｏ̈
ヽ
ｏ
∽

わ
≪
機
翠
　
¨
寸
∞
Ю
ぐ
０
●
∬
¨
憫期
＝
黎
製
嚇
―

響
製

で
０
ポ
番

Φ

一
ヾ

Ｏ

ｒ

ｒ
　

ｏ̈
中
ｏ
「

図
胸
に
業
Ｓ
似

も̈
の
「退
り

訃
Ｈ
駅
事

く
―
く
く
押
柵
椰
一一嗽
壮
十
憫
回
拒

＜
衰
響
噸
モ”
翠

燃

輝

係

が

倒

（
ｔ

）

応

回

約
　

ロ

Ｃ

十

ｅ

＋

Ｃ

＋

＠

＋

Ｃ

＋

Ｏ

＋

口
＋

く

○ ● ③ 0

暉

題

馴

製

燿

口

Ｋ

む

”

椰

回

‘

き

α

椰

旧

Ｋ

溜

O



ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｚ

　

　

〇̈
一Ｑ
ｏ
∽

謳
≪
機
翠
　
¨
ヾ
∞
ゆ
寺
０
凶
猥

雌
館期
＝
駅
型
崇
―

理
製

翠
“
協
難

Ｏ

ｒ
ヾ

Ｏ

ｒ

ｒ
　

①̈
］
∞
℃

痛
「
彗
轟
く
・陣
軍

む̈
ｏ「■
ｏ

椰
Ｈ
駅
案

く
―
モ
く
Ｎ
網
欄
一一Ｒ
華

畑
叫
拒
く
薇
翠ヽ
田
一憔
単

に

響

椰

Ｈ

ｏ
一
り
Ｒ
楓
讐
■
爬
咲
＝
■
　
¨
ド

ｕ

颯
＝
К

嘔
＝
卿

　

畑
口
拒

く
ヽ
゛
鵬
ｕヽ
■
　
¨
゛

ゴ

回
　
一　
　
哄

Ｎ

一
ｔ

Ｎ
Ｎ

悩
叶
　
一
投
卜
Ｈ
撫

回

Ｏ

ｏ

●

ヾ

　

■
¨
∞
Ｎ

一蟄
叶

　

¨
投
゛
卜
駅

察

≦

増

孫

　^
檀
稲
ヽ
く
凶
書

凶

Ｅ

く
凶
回
●
Ｆ
最
晋
６
‘
ｇ
ヽ
凶
回
ｈ
●
」ｗ
日

■
凶
劇
馬
■
●
〓

口
　
　
　
　
　
　
　
　
●
凶
ヾ
●
Ｅ

□
一　
）

Ｅ
゛
凶
回
市
，
躊
叫

□

ｇ
●
区
回
龍
Ｅ
躊

□

ヽ
や
投
皿
Ｃヽ
ｔ
●
い
製ヽ
∫

□

ヨ
や

К
Ｂ
＝

□

コ
書
К
Ｂ

□

地
位
投
戻

．
肛
よ

　

‥

Ｅ
ｏ
”
　
・　
Ｅ
　
　

一
肛
投
戻

．
筵
普

　

‥
一Ｅ
０
　
　
　
３
撻
投
皿
¨
□

い
Ｎ
　
一

（固

Ｆ
）

¨
゛
ｔ
選
何
¨

Ｉ

　

Ｌ

）

＾

Ｎ
　

Ｉ

　

Ｌ

ド

（

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ

お

　

¨
詢
掟
監
皿
植

墾^

一　
　
　
¨
贔
葉
‘
雲
薇
）
　

“

一

¨
轟
ヽ

“

Ｎ
ｏ
　

¨
証
“
■
観

拠

　

ロ

＝
鰹
紳

・
＝
欅
製

痛

月

翠

乖

董

岨
＝
Ｃ
ヽ
一区
ｏ
寺
一
×
０
●

キ
ヽ
来

¨
＋
ヽ
ト

Ｌ
「
〓
卜
「
鯛
ム
ヽ
も
ミ
中
「
林
Ｌ

十
１

一ヽ
ヽ
ハ

Π

¨
型

ｅ
や

■
―
ヽ
ミ
ーー
コ
期
贔

盤ヽ

′
Ｅ
Ｅ
ｏ
”
興

ぺ
０
無
¨
「
鯛
ミ
ヽ
ミ
中

′無
染
卜
一●
簑
К
い
ミ
ヽ
ヽ

．熙
筆

¨
‘
く

（市
К
ヽ
ハ
ト
К

¨
禦
卜
）
く
期
″
ミ
ト

．珊
側
●
●
ま
、一ヽ
ヽ
ヽ
Ｊ
評
嶽
ミ

一ヽ
ヽ
ヽ

′Ｅ
Ｅ
０
〇
一
趾

ミ
ヽ
て
０

一―
く

¨
制

マ

●

・掟

聖

，

〓

、

褥

‘

、

嬌

●

，

●

■

●

一斑

、

●

す
一
　

〓

　

　

　

督

ヽ

東

〓

（粧
）
蔽

　

ф

（粧
）
余
第
蕉
鵬

■

に

卜
●

一　
①
　

¨
杓
“
価
嘔

（ｔ
）
念
銑
脈
¨
■

川
　
熙
　
製

野

　

　

　

Ｈ

辮
怪
製
慨
翠

丼
鰹
伸
似
理

い
凶
回
編
揖
聯

騒

雷

К

盤

慕

黙

繊

田

塵

一”

拘

皿

や

　

　

　

輩

覇
　
　
　
　
迎

杓
　

　

　

極

轟

　

　

　

優

―

―

―

―

―

鰹

回

嵐

製

即

題

Ｋ

劇

撫

　

　

　

撃

К

　

い

　

―ト

謎

型

」中

≠
ヽ

冊

Ｈ

個

『駅

や

　

　

辱

仲
Ｈ
駅
続

　

畑
口
や

く
ヽ
〓
回
４ヽ
や

緯^
事
）

Ｒ
細

一
一
，

ｏ
一
ｏ
皿
卜
●
■
Ｒ
呵
讐
■
飩
峡
継
ト

（
ｏ
ヽ
一
ｏ
ｏ

）
く
―
て
く
や
網
憮
いＲ
よ

）
〓
ｅ
●

□

燎
＝
ζ
側

□

ξ

撻

口

　

　

誦

゛

ロ

（響
ｓ
一●
挫
黙
Ｋ
）
０
怪

□

‘

襲

□

Ｓ
一
整

□

駅
側
部
事

□

畑
理
露
一一“
ロ

（洵
■̈
嬰
や
事
黙
Ｋ
）
日
鷲
Ｎ
熙

□

制

型

□

　

　

馴

爺

ロ

¨
崚

ぐ

＾
叶
「

０
０

●

０
０

）

■

一
∞

８

０
０
０

　

　

¨
一祭

駅

●
０
製
翠

口
　
　
　
●
雲
熙
叶
Ⅲ
Ｈ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
■
Ｈ

□

゛
理
ポ
撻
彗
〕

□
　
　
　
　
　
　
　
　
，
３
「山
相
班ヽ

□

ヨ
ヨ
Ｑ
，
山
●
山
担
，
仰
――
駅

□
　
ヽ
「
工
●
熙
０
画
皿
■
脚
Ｉ
Ｒ

□

●
爛
訳
Ｈ
叫

□
　
　
　
　
　
　
　
　
０
や
証
極

□

ヨ
雲
熙
＝
山
ｕ
迦
単
即
日
紙

□
　
‘
コ
熙
■
ｍ
ｕ
嗅
ヨ
仰
―
＝

□

■́
Ｈ

３
埒

□
　
　

¨
濱
禦
回
在
，
薔

）
型
Ｓ
¨

□
　
　
製
Ｋ

□
　
　
Ｗ
謳
゛

□
　
剪
¨
新
疇
響

□
　
　
”
“
筆

錮
　
　
興
ｏ
α

□

　

興
ｏ
に

日
　
製
ｏ
ｃ
の

□

集
ヽ

ロ

　

　

ミ

Ｈ
ヽ

□

К

い
工
Ｋ
｝「

□

　

　

　

出

□

　

ヽ

ヽ
―

い

国

）
型
ｅ
や

□
　
　
　
「
輝

□
　
　
　
　
ｔ

□
　
　
　
ヽ
て

日
　
　
輩
Ⅸ
鯛
Ｐ

　^
下
枷
日

）コ
一Ｃ
）

国
　
　
　
製
」“

□
　
　
　
一
ヽ
て

□
　
　
ヽヽ
Ｆ
喪
―
』
ロ
　
　
ギ
ｏ
α

□

　

黎
Ｏ
Ｌ

□
　
　
　
‡
枢
ヽ

個

醍

郎

相

く
―
■
く
や
梢
湘
『吹
よ

‘
―
く
К
゛
欄
消

ヨ
■

い
コ
鍮
Ｘ
，虐

′ヽ

ヽ
、
い
―
ミ
ェ
ミ
ト
ヽ
К
ト
ロ
搭

′
（曽
Ｆ
十
り
　
∞
）
”
＝
ロ
エ
ー
ヽ
ヽ
黎
０
ヽ

〔Ｈ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
ヽ
そ
ヽ
〕
　

ヽ
、
い
ヽ
ハ
ー
エ
К

ヨ
菫
Ｘ

肝^
当
）
ｇ
８
に
¨
姜
幽

黎
側
卜
一ヤ
き

ミ

ヽ
も
理
攣

係
０
ヽ
い
Ｏ
Ｌ

′Ｉ
Ｅ

０
０

〓
興

ハ
ヽ
ヽ
く

Ｏ
コ
く

ミ
鯛
底
郭
К
一Ｅ
”
―
　
螺
渕
Ｌ
ｕ
く

′
（
∞
ヽ
り
∞
Ｉ
Σ
Ｚ

笙
に
）
Ｅ
Ｅ
Ｏ
叫

早
く
０
ヽ
全
ヽ
Ｒ
闘
ヽ
ト

０

０

〇

一

■

＞

―

い

Ｒ

一
理
一
剛

Ｋ
彗
ェ
ー

′、
熊
理
〓
ミ
ーー
“
ギ
雲

′
＾
ｏ
∞
１

¨
）
ユ
ー

一ヽ
ヽ
ハ
Π
劃
靭

′
＾
ｏ
り
１

″
）
エ
１
０
ヽ
十
、
卜
∃
０

（●
卜
К
一
）
　

１
０
ヽ
ヽ
ヽ
キ
ヽ
　
０
一
ｘ
８

１１
■

日
ヽ
ヽ
い
ユ
ー
ロ

¨
調
″
ミ
ト

¨
四
Ｆ

（く
卜

К

一
）
　

―

う
ヽ

ハ

ヽ
キ

′、

０
０
×
０
一
卜

ヽ

日
ヽ

ヽ
い
エ
ー

ロ

【
郭

″
ミ

ト

¨
¨
■
専

（̈

０
０
〇

一
■

訓

゛

一
Ｉ
）
Ｅ
Ｅ

Ｏ
〇

一
Ц

ｏ
Ｊ
く

ヽ
恒
ぐ

Ｏ
ｃ

一
出
ス
　
＾
”̈
櫻
Ｘ
Ｅ

）

興

冊
備
よ

＾
劇
∞
０
０
１
に
に

０
０
０
，
α
Ｌ
）
Ｅ
Ｅ

∞

一
興

姜
「
「臨
К
愕

К
僣
Ｃ

０
０

¨
ギ
嘔

＾̈

０
０
〇

一
＝
型

Ｎ

一
■
）
鯛
φ

К
虐
Ｃ

ｏ
ｏ

¨
督
と
」り

ヽ

ヨ

Ｅ

（Ｅ
）
使

　

型

（壌
）
愈
吊
疎
概

■

（嵯
）
な
離
朧

■
嘔
響
調
廻

¨
鰯
剌
即

に

叩

椰

Ｈ

権

野

蝋

側

価

暇

部

州

一一Ｒ

卿

冊

Ｈ

榔

国

製

振

蒻

製

鋼

眠

葺
雲

・
凶
饗
Ｃ
型
Ｃ
Ｗ

識

　

　

　

測

廻

　

　

　

理

枢

翠

廻

鯉

輝

　

　

　

Ⅷ

型

設

　

一

型

　

Ｎ

騨

　

嶼

出

　

意

熙

　

廊
卿 侵

―

――

日
ヽ
，

、



Ｏ
Ｏ
倒
ヽ
、
ｒ
　

い０
一ｏ
０
０

Ｏ

ｒ
ヾ

〇

一

｝

ｏ̈
や
ｏ
０

椰
≪
撻
理
　
¨
ヾ
∞
り
そ
の
Ｎ
紙
哨
期
＝
熙
製
い
―

理
製

翠
憫
「
紫

国
旧
計
製

ｒ
●
８
「埋
ｏ

椰
Ｈ
轟
茶

当
―
千
く
押
柵
照
「一吹
よ

０
斌
他

く
瀕
翠
噸
十”
翠

●
調
〓
姜

一　

　

　

‐
ｏ

‐

Ｓ
く̈
憲
旧
窃

一　
一］ヽ

Ｎ
ヽ
】

´´
´´

´ ´
´

[OΨ `|

疑曇曇

i難

i憂 :

i愚 ::

樫]、 ハ

i雌 i
||

|1 普

」
13言 1:

:

`

○

〇

○

　

○

O

②

0

○

Ｃ

　

Ｏ

Ｃ

Ｏ

　

　

①

Ｏ

○  ○○ O③  OO  O  O

①

○

¬
|

1 0060



〇

〇

∞

＼
、

ｒ
　

Ｏ̈
「

ｃ
∝

市
く
犠
謬
　
¨
ヾ
∞
Ю
ヾ
０
∞
鵠

哨
期
「
蝋
硼
崇
―

理
製

や
嶺
慣
基

Ｏ

ｒ
ヾ

０

一

Ｆ
　

①̈
や
Ｇ
一

図
旧
叶
型
Ｎ
●
８
「０
３

椰
Ｈ
駅
事

く
―
モ
く
や
欄
熙
一一̈
よ

“
楓
拒
く
預
響
回
憫ヽ
早

「
―
―
‐

／
//

´´
´

//

③    O ∩
エ́ィー
´

〆
/

´
しリ○

´

円
~コ

」O

―
―
一

０

　

０

O

○

○

○

○

　

○

8「
~

=t__

○

Ｏ

　

　

①

Ｃ
脚

懸通

竪]

堅]

壼き

整
]

螺:

賢罫

贅』

壼唇

き||

‖

○

○

O OOOO OO  O  O

、   1
整r、 . |
璽鼻≧_コ‐
=―奇―ヽ‐ヽ‐ヽ1‖ ・・
__]_____コ [__



〇

〇

∝

ヽ
、

〓
　

一ｏ
一Ｃ
Ｏ
∽

謳
≪
機
翠
　
¨
寸
∞
Ю
寸
ｏ
”
無

響
製

翠
ぐ
ゼ
挙

Ｏ
ｒ
ヾ
Ｏ
ｒ
一
　

ｏ̈
夕
∞
一

図
旧
樹

■
ｏ
①
一０
コ
∽

＝
Ｈ
駅
姦

く
―
く
く
Ｎ
漑
Ⅲ
「一吹
よ

“
楓
使

＜
預
゛
噸
モ郁
早

日

日

日

8「

■

t,N

8「

=L

嘔

日

日

日

日

国

□

圧

匿

圧

嘔 ,L ‐―

―
′
Ｌ

ロ
ーー
，
―

、

皇[,L

―

―

国
―
＝
―
劇
―
―
‐

‐

‐

―

―

国
―
＝
―

図
―
―
―
―
―
―

日

日

「
~¬

□



０

０

Ｎ

ヽ
、

富
　

Ｏ̈
「

ｃ
ｃ

わ
Ｋ
機
翠
　
¨
ぐ
∞
Ю
ヾ
ｏ
∞
無
贈
剛
相
漱
製
轟
―

理
製

翠
“
ボ
基

Ｏ
ｒ
ヾ
Ｏ
ｒ
ｒ
　

①̈
ゃ。
０

図
旧
喜

●
ｏ
ｏ
「君
の

＝
Ｈ
駅
案

く
―
子
く
拇
躙
紹
一一曖
十
オ
憫
斌
い

く
颯
毒
坪
郁
線

{2L

8「

牡

8「

t

Ｉ

Ｖ
Ｉ
リ

ーー

ー

ー
、

嘔 ,N



Ｏ

Ю

ヽ
、

ｒ
　

　

Ｏ̈
ヽ

ｃ
∝

椰
Ｋ
機
型
　
¨
ヾ
∞
ゆ
や
ｏ
●
無
噌
期
＝
駅
側
嚇
―

＃
製

早
０
悩
基

Ｏ

ｒ
ヾ

Ｏ

ｒ

ｒ
　

一ｏ
″
。
一

ｒ
ｌ
図
歳
景

●
８
「ｆ
の

椰
Ｈ
駅
姦

く
―
モ
く
Ｎ
則
溜̈
「一吹
十
十
償
楓
崚

く
預
響
Ш
モ郁
早

Ｒ
ＩＩＩ
＝

＝
聾

モ ロt

:1::
だ`
`:」 言尽

沢 ＼

・
・‥
網
¨̈
刈
ハ
′

.た

鯰 ~~面
市
~¬

..

フニワ覇 |¬ ⌒

6

‥
‥
盛
『槃
‐‐‐δ
:

‥
１
１
『“需
３

′
菫盪[_2慣:I二重11]
~~l一
――.l」

:

― ― -1     1 1 V

し―――――――■」―」

・
口
げ
／

麒

　

●
●

―而r¬

=

ラELrl¬ ⌒
ｉ

‥

・
１

・
‥

・

Ｌ

ｉ
ｔ
■

ヽ
¨
旦

・‥

…

ｔ
諏
一、ボ
ギ

蛛
い
Ｌ

‥
‥
ォ
‐
〓
摯

［̈雌
甲
（
）

表
，、
．
１
胸
”一・「
）
出
コ

‘
ξ
‥

，
．
、
ぬ
隋
旦
層ヽ

「一 一
―
十 ¬

…

…

…

姜

＝

ポ

コ

¨

１
・１
、聾
“ド
ニ わ7、二[重:]⌒ F

＝

―

〓

鸞
ｉｔ
ヽヽ

い
】
Ц

さ
・ヽ
魚
い
■
”
Ｌ

~子 ~―
硼 |IVし―――――――■」」

は _― ~

∽
（
゛
【
Ｏ
〕
エ



Ｏ

ゆ

ヽ
、

ｒ
　

　

Ｏ̈
お

。
∽

継
≪
機
埋
　
¨
寸
∞
Ю
ヾ
ｏ
Ｎ
∬

嚇
網
＝
漱
似
怪
―

゛
製

響
郁
悩
半

Ｏ

ｒ
ヾ

〇

″

ｒ
　

。̈
型
ｅ
ｔ

『
―
図
流
Шホ
一́
８
「ｎ
う
の

訃
目
駅
お

く
―
妥
く
Ｎ
欄
熙
一一吹
十
十
“
叫
拒

く
褒
翠
鯉
“
尊

::i:::
蔵ヽII

iミ 書

〆
塀
徘
琳
＝

御
［側
＝
――
渕
淵
Ⅷ

…
１
１
戯
薄
¨̈
甲
０

i

―Ｉ
Ⅷ
卦
「『
酬

周
糀
倒
徊
鍮

「
‐‐~‐‐‐‐‐

:
==T4~~性

十十

∽

＾
”
【
０

）
ニ


